






特記仕様書にICT活用工事「施工者希望型」の記載。

平野部の立地条件の良い現場                                      
もっと規模の大きな会社                              

別現場で快速ナビを使ってみたら、すごく便利だった。

新しい技術・制度は、取り敢えず1回取り組んでみよう！

}　が活用する工法？

そして、現在進行中！





① 施工計画書作成



② 工事条件変更等確認要求書（１８条）

+見積書(UAV起工測量と3次元設計データ作成)



③ ３次元起工測量

ɻ〇空中写真測量（無人航空機）による起工測量の実施。

ɻ〇機材・実績等のある業者に外注。

ɻ〇通常2人で2～3日かかる起工測量が、準備半日、撮影数分で完了。
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④ ３次元設計データ作成
ɻ〇3次元設計データ作成ソフト 「SiTECH 3D」 を購入。

ɻ〇自社での3次元設計データ作成。

ɻ〇1回目なので、ソフト購入業者でも作成してもらって比較・確認。



⑤ ICT建設機械による施工

ɻ〇当初、マシンコントロールバックホウをレンタルする計画。

ɻ〇自社保有機械に、コマツカスタマーサポートのレトロフィットキットを取付け、

ɻɻマシンガイダンスバックホウで掘削。

マシンガイダンスバックホウ　　　　　　　　　施工状況　　　　　　　　　　　　　運転席タブレット



⑦ ３次元データの納品　　これからの作業です。

出来形確認　　　　　　　　　　　　　　快速ナビでの計測　　　　　　　　　　　　　LN-150



〇　PCが苦手な高齢の技術者が3次元設計データ作成をできるか？

〇　3次元設計データ作成には、どの位の時間が必要か？

〇　変更がつきものの土木工事。断面等の変更の修正は、簡単にできるのか？

〇　社内のPCの得意な若手の技術者が3次元設計データを作成。

〇　他業務をこなしながらの作成で、1週間で作成。

〇　大幅な変更でなければ、一度作成すると修正は比較的に容易。

〇 本工事では、ICT活用区間以外も3次元設計データを作成し、快速ナビと

　　自動追尾型TS（LN-150）を使用して、作業の効率化を図ることができた。



〇 今回使用したマシンガイダンス機能では、制御システムが無いので、

    オペレーターの熟練度により、過堀の危険性がある。

〇 山間部では、時間帯や場所によってGPSの受信状態が不安定なことがある。

〇 必要最小限　従来の掘削丁張を設置。

〇 常時現場にTSを設置し、必要時には確認しながら施工。

〇 3次元設計データを入力した快速ナビと自動追尾型TS（LN-150）を使用する

　　ことで、上記のような不具合が発生した場合でも測点以外や這い上がり部分

　　等どこでも掘削計画面までの高さや幅を一人の技術者だけで瞬時に確認し、

　　順調に施工した。





治山工事丁張設置

杭ナビショベルキット装着






